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戦後出版には、高級文化としての岩波、低級文化としてのカストリ雑誌という
二極のほかに、第三極としての「高級文化としてのエロ・グロ」と呼びうるジャ
ンルがあったという。戦前の性風俗・性科学研究の系譜にあって、江戸川乱歩や
亀井勝一郎、菊池寛などが関わって戦後に発行された『猟奇』や『赤と黒』など
の雑誌群である。
これらは、その後の「エロ読み物を中心とした本当のカストリ雑誌」とは一線
を画すもので、その源流は宮武外骨と並び称されたライターかつエディターの梅
原北明（1901-1946）を中心とするメディア文化圏だった。
本書では、昭和初期の梅原とその周辺の知的ネットワークに着目し、性文化探

究の系譜を辿ることで、高級文化としてのエロ・グロを標榜したメディア文化圏
の知的水脈の源流と、そこに通底する「教養観」を明らかにする。

赤（左翼文学）と桃色（エロ出版）を往還した物書き・梅原は、1920 年代以
降に著述家として表立った活動を始め、新聞記者、雑誌記者としての著述のほか、
小説『真面目な放浪者』を執筆している。また、1924 年にはマーガレット・サ
ンガー、ハヴロック・エリス、マリー・ストーブスの訳本を出版した。後には出
版社「文藝市場社」を率い、叢書『変態十二史』、雑誌『変態・資料』で「珍書
屋の総元締め」として業界にその名を轟かせた。

梅原らの地下出版の人脈は、菊池寛に反目した今東光が興した反文壇雑誌『文
党』の同人や、プロレタリア芸術運動、アヴァンギャルド芸術運動にまでたどり
着くという。梅原らが行ったサンドイッチマンに扮した示威行列や原稿の叩き売
りなどの奇矯な販促活動、さらにはエロ出版を退いた後に演劇で挑戦的な試みを
続けたこともうなずける。

文壇を批判し官憲におもねらずそれらを揶揄して、また一方で円本やカストリ
雑誌を蔑視しながら、エロ・グロを研究と称して追求した梅原らの地下出版は、
皮肉なことに戦後エロ・グロのカストリ雑誌が一世を風靡すると、それに押され
て衰退するという歴史を辿る。

本書では、高級文化としてのエロ・グロの担い手は、紛れもないインテリで知
識人、つまり教養人だったことが丁寧に描かれるが、逆に、彼らを出版に突き動
かしたものが、制度的教育によって習得される学校的教養というべきものへの嫌
悪だったことも明らかにされる。彼らは江戸の粋にも通じるダンディズムや道楽
をもって、学校の外部をエロやグロとして、社会の外部を魔術や魔境として志向
しながら「人を教育しない（高級な）文化」を実践したのである。

全編にわたり「変態」「エロ」「秘密出版」「グロテスク」「尖端」「談奇」「猟奇」
などの刺激的な言葉が並ぶ本書。現代と異なる位相で使われたり、ニュアンスを
異にしたりするこれらの言葉が、当時意味していた内容を理解するテキストとし
ても興味深い。

また、本書は型破りな梅原北明の魅力を伝える本でもある。唐十郎が戯曲の、
野坂昭如が小説の主人公に据えたのも、この魅力のためだろうと納得させられる。
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